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は van Vleck型の常磁性を示し、これは母体の ZnTeの置換サイトを占める 2価の Feイオン(Fe2+)









研究成果が簡単に紹介され、強磁性発現のメカニズム、DMS に添加された 3d 遷移元素の電子状














の結果が示されている。MBE による結晶成長で、Zn と Te の分子線供給量割合を Te 分子線過剰
(Te-rich)、ないし Zn分子線過剰(Zn-rich)の双方の条件下で成長を行い、Fe組成一定(~1.5%)で窒素
濃度を 1017 ~1019 cm-3台の範囲で変化させた一連の試料を作製し、結晶構造および磁性が窒素濃度
によりどのように変化するかが調べられた。その結果、Te-rich 条件で作製した薄膜においては、
窒素濃度が中程度の範囲(< 7×1018 cm-3)では、Fe は置換サイトに位置しながらイオンの価数が+2
から若干増加する一方で、高い窒素濃度(4×1019 cm-3)では Fe-N化合物などの異相の析出物の形成
が観察されている。磁化特性については窒素ドープしていない(アンドープ)薄膜では磁化が磁場に









に対しては、中程度の窒素濃度範囲での強磁性発現は Te-rich の場合と同じく Fe イオンの価数変
化に帰せられるが、高窒素濃度の室温強磁性の発現は、Te-rich の場合とは異なる強磁性の異相析
出物(-Fe4N)の形成によるとの解釈が示されている。 
































 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（ 工学 ）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
